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抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学 
 

授業概要 

化学療法薬、分子標的治療薬など抗悪性腫瘍薬の吸収、分布、代謝、排泄について理解

させる。さらに、これらの体内動態の変動要因について考察し、がん薬物治療の個別化へ

の応用を概説する。 

 

担当教員 

直良浩司（主担当）   教 授・薬剤部 

礒部 威  教 授・呼吸器・臨床腫瘍学 

西村信弘        准教授・薬剤部 

 

授業の形式 

オムニバス形式を基本とする。 

 

教育内容 

１．代表的な抗悪性腫瘍薬の作用機序および体内動態について解説し、体内動態と効果・毒性

との関係（PK／PD）を理解させる。加えて、がん細胞への標的性を高めた分子標的治療薬お

よびドラッグデリバリーシステムなどについて概説する。 

２．薬物相互作用、遺伝子多型、合併症などの様々な体内動態の変動因子について系統的に

解説し、個々の症例に対して副作用を最小限にしながら最大限の治療効果を得るための最

適な投与設計、すなわちテーラーメイドがん薬物治療を行うために必要な知識を教授する。 

３．PK/PD解析を用いた抗がん薬の臨床試験成績について概説する。また、分子標的治療薬

の標的分子の分子薬理学的な検討に関する臨床試験成績について概説する。今後行うべき

トランスレーショナルリサーチを計画する際に必要な知識を教授する。 

 

一般目標 general instructional objectives 

合理的ながん化学療法を実践するために必要な臨床薬物動態学の知識を習得し、臨床応用

するための手法を学習する。 

 

行動目標 specific behavioral objectives 

１． 代表的な細胞傷害性抗悪性腫瘍薬の作用機序、体内動態を説明できる 

２． がん治療に用いられる代表的なホルモン薬の作用機序、体内動態を説明できる 

３． 代表的な分子標的治療薬の作用機序、体内動態を説明できる 

４． 抗悪性腫瘍薬の体内動態の変動要因について説明できる 

５． がん治療におけるドラッグデリバリーシステムについて説明できる 

６． がん化学療法の個別化を行うために必要な情報、手法について説明できる 

 

成績評価の方法 

 出席状況およびレポートによって理解度・到達度を評価する。 

 

使用テキスト・参考文献 

 適宜資料を配付するほか、教育内容に応じて随時紹介する。 


